
　	  

	  
	  

	  
	  
ハッピーリリー　	  
～川口市の花は鉄砲ユリです。皆様と「住んでよかった。これから
も住み続けたい」と思える幸せなまちをつくりたいと思います。～	  
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駅頭を始めてから２年が過ぎました。仕事や寝坊で休んでしまうこともありますが、	  
覚えてくださり、ご挨拶やお声掛けくださる皆様のおかげで続けられています。	  
ありがとうございます。ジメジメとした嫌な季節となりましたが、お互い頑張りましょう！	  

 
  
  
  
  
　	

自転車の交通ルール	
　悪質な自転車運転者に安全講習を義務付ける制度がスタートしてから今年の５月末までの
１年間に、全国の警察が摘発し警視庁に報告した信号無視などの危険行為は１５,１３１件で
あったと発表されました。また、埼玉県警によりますと、平成２７年中の交通死亡事故の特徴
として以下が挙げられています。	  
　・高齢者の死者数が８１人（前年比＋３人）と全体の４５．８％と最多	  
　・自転車乗用中の死者が４２人（前年比＋１１人）と大幅に増加	  
　・１８～２０時の時間帯に２５件（前年比＋１４件）と多発	  
　今後、自転車レーンの整備や幅広い年齢の方々を対象とした交通安全講習、自転車保険
への加入促進など取り組んでまいります。	  
	  

岡　村　通　信　	



　	  
　	  
　	  
	  
	  
	  
　　　　　　　	  
	  
	  
	  
	  
	  
　　 	  

川口市地震防災ハザードマップ	

川口市議会議員　岡村　ゆり子　　プロフィール：	  
・昭和56年4月、川口市東内野に生まれる。	  
・川口市立差間小学校・北中学校、私立恵泉女学園高等学校、フェリス女学院大学　文学部　    	  
	  	  卒業。	  
・父・幸四郎の事務所を手伝いながら、テレビ局に勤務。　(2014年7月に退社)	  
・趣味　　スポーツ観戦(Jリーグ開幕以来、浦和レッズ一筋です。)、　筋トレ、	  
　　　　　　フラワーアレンジメント	  
・好きな言葉　　志あるところに道は開ける	  
・所属委員会　　総務常任委員会　住環境整備・人口問題特別委員会	  
☆☆☆☆☆　やめよう　無関心。まちの未来はあなたから。	  
　　　　　　　　　　           　　　　　　　　　　　　若さ溢れる、元気いっぱいの３５歳。☆☆☆☆☆　　　　　　　　　<討議資料>	  

	  
　４月１４日２１時２６分熊本県熊本地方を震央とする、
マグニチュード６．５、最大震度７を観測する地震が発
生し、１６日にも同規模の揺れが観測されました。死者
４０人以上、余震は１,２００回以上、住宅被害は１０万棟
を超え、対策本部となる町役場も大きな被害を受け、対
応の遅れにもつながったとのことです。	  
　川口市でも東京湾近郊でマグニチュード７クラスの地
震が発生した場合、最大６強の揺れが発生すると想定
されています。日頃から地震に対する備えを心がけて
いただくとともに、地震発生時には安全な場所へ避難し
ていただき、被害を最小限に抑えることを目的として地
震防災ハザードマップを作成しています。本庁舎・鳩ケ
谷庁舎・支所・公民館等で配布しております。	  
　備えておくことの大切さを改めて感じましたので、様々
な状況を想定した防災訓練の強化、近隣自治体との連
携、避難所となる場所の整備・人員確保、緊急輸送の
確保、食料や医薬品などの保健衛生に関する措置と対
策整備など再度見直し、しっかり取り組んでまいります。	  
　	  
	  
　	  

　５月１９日、神根東小学校での田植えの授業に
参加させていただき、５年生と一緒に埼玉のお米
“彩のきずな”を植えました。	  
　地域の方々のご協力で、校内に田んぼをつくり、
２年生は学校ファームでサツマイモ、４年生は盆
栽をやっています。	  
　土や自然に触れることで心が育ち、協力するこ
との大切さや食育にもつながると考えます。	  
　地域環境により、学校ファームの難しさもありま
すが、できるだけ多くの子どもたちに土に触れて
もらえるようにしていきたいです。	  

田植え体験	  


